
　　 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６月４日(日)、倉敷西公民館で、推進委員・倉敷市教育委員会

関係者など 38 名の参加を得て、令和５年度西中学校区人権学習推

進委員会総会を開催しました。今年度は、新型コロナウイルス感

染症による制限も緩和され、出席者全員が対面で自己紹介を行い、

昨年度の事業報告・決算報告、今年度の役員案・事業計画案・予

算案の協議を行いました。いずれの議案も承認され、令和５年度

の西中学校区人権学習推進事業がスタートしました。 
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▲　総会の様子

　 

思いやりをもって友達と接することを目標にペア学

年(１年生と６年生、２年生と５年生、３年生と４年生)

で、業間休みに一緒に遊びます。高学年の子どもたちが

班ごとに低学年の子どもたちの好きなことやチーム分

け、時間配分などを考えながら遊びを計画します。　　 

お互いにやさしく接したり、頼りに思ったりしながら

一緒に楽しく遊んでいました。普段関わりが少ない他学

年の友達との交流を深めることができました。 

《晴れの日》外で遊ぶ時 

・鬼ごっこ (5 分) 代わり鬼または増え鬼 

・かくれんぼ (10 分) 

一定の範囲 → 2 年生と相談して決める 

《雨の日》中で遊ぶ時 

・トランプ(10 分) 神経衰弱、七並べなど 

・絵しりとり (5 分) 

今年度も「思いやり ふれあう心 いっぱいのまち」をテーマに、地域の皆様と共に人権を

大切にしあうまちづくりを進めていきます。よろしくお願いします。 

万寿小学校では、「万寿のきょうだい　いつでも　どこでも 

仲よくしよう」というスローガンがあり、５月 22 日から６月 

２日までをきょうだい旬間としています。　　



 
 
 
 

８月20日(日)、倉敷西公民館で、令和５年度人権教育講演会

(倉敷西公民館主催)が開催されました。講師として、くらしき

作陽大学子ども教育学部教授の市坡よし子先生をお招きし、

「美しい日本語～心やさしく 言葉やさしく～」という演題で

ご講演をいただきました。人権学習推進委員や倉敷西公民館の

グループ生など41名が参加しました。 

講演会では、複数冊の国語辞典を用いて日本語の美しさ、 

奥深さなどについて演習を交えながら、楽しくお話しくださいました。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 

 
 
 
 
 
 
 

８月23日(水)、東・西中学校区人権学習推進委員会合同の研修 

視察を行いました。 

新型コロナウイルス感染症拡大のため、４年ぶりの実施となりました。今年度の視察先は、　

「岡山市人権啓発センター、渋染一揆資料館、岡山城」でした。西中学校区

からは、推進委員・事務局員計９名が参加しました。午前中は、岡山市人権 

啓発センターで、職員の方から「渋染一揆」についてのお話を伺いました。

その後、渋染一揆資料館へ移動して、関連する歴史的な資料などを見学しま

した。午後は、昨年度「令和の大改修」を終えた岡山城を見学し、その歴史

などについて学びました。 

研修当日は、雨天ではありましたが、人々の人権や尊厳を守るために起きた渋染一揆や岡山城

の歴史について学び、有意義な研修視察になりました。 

 

 
 
 
 

 

・日常使っている言葉が美しい言葉であるよう心がけていかないとと思った。 

・曖昧だけど配慮深い、日本語の良さを改めて考える、良い時間となりました。 

・日本語はとても奥深く考えさせられる事が色々ありとても楽しかった。 

優しい言葉を話せるように気をつけたい。

・渋染一揆の内容と意義について初めて詳しく知ることが出来ました。非武装で、

1500 人もの人々が道理を力に尊厳を懸けて闘われたことに感動しました。 

・封建制度の時代にあって、他に例を見ない人間の尊厳を守り抜く素晴らしい闘

いであったということが実感できました。

江戸時代末期、岡山藩の厳しい差別政策(渋染・藍染の着物の強制など)に対して、 

差別された人々が武器を持たずに団結して立ち上がり、強訴を成功させた他に例を 

見ない画期的な一揆。


